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『もうひとつの学校　ここに子どもの声がする』（新評論刊）
写真・文

宮原洋一さん　　トークイベント
コーディネーター・山中ゆう子さん（立川市　夢たち応援団、子育ていれかわり・たちかわり代表）
かつて子どもたちは、毎日放課後を楽しみにしていた。どの町にも遊び場があり、それは地域社会の懐の
なかにあった。そこへ行けばあそび仲間がいた。あそびについては、全て自分たちで決めていたし、だから
こそ、そこには工夫してあそぶ楽しさが満ちていた。

　　そんなあそび場は、子どもたちにとって、＜ものの見方、感じ方、考え方＞に大きな影響を及ばす、いわば
「もうひとつの学校」であった。子どもたちは、そこで実に多くの生きる力を身に付けていた。

　　ところが現代では、町や身近な自然のなかであそぶ子ども達の姿が見られなくなってしまった。子ども史の
なかで初めての事態が進行している。今こそ私達は、「もうひとつの学校」で獲得されてきた諸々の力が何
であったのかを明らかにし、次世代の育成について本腰を入れなければならない
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日　時　：　2007年2月24日（土）　15：00～16：30


場　所　：　オリオン書房ノルテ店　ラウンジ


立川市曙町2-42-1　パークアベニュー3階　


定　員　：　50名（要予約）　　※入場無料


　参加希望の方は、当店中央サービスカウンターにてお申し込み下さい


●問い合わせ　オリオン書房ノルテ店　TEL042-522-1231●


★協力・立川市　夢たち応援団、子育ていれかわり・たちかわり★★





●同時開催　2月1日（木）～2月28日（水）●


『フォトグラファー　宮原洋一mini写真展』


ここに子どもの声がする　昭和44年～48年にかけてのあそびの世界


『ブックフェア　“昭和40年代、懐かしのあの頃”』
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新評論/定価2100円（税込）
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